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1. 委員長挨拶 

 この度、本合宿で運営委員長を務める機会をいただき、大変光栄に思っております。運営委員を代表し、

参加者の皆さまに心より歓迎の意を表します。 

  

この合宿には、生命機能研究科、情報科学研究科、基礎工学研究科から大学院生・若手研究者が集まり

ます。参加者は国内にとどまらず、海外からの大学院生も交えて「異分野融合」と「国際交流」を促進すること

を目的とし、これまで開催されてきました。 

 

今年の開催のスローガンは、 

“Beyond borders” 

“人とつながる。世界が広がる。” 

としております。 

 

これには、国籍や研究分野の「border：境界」を越えた交流を通し、将来につながる研究の着想や考え方を

得る場を創りたい、という思いが込められております。 

 

普段の研究生活を送るだけでは越えられない皆さま自身の「border」を、ぜひこの合宿で一緒に越えていきま

せんか。 

 

今年も開催場所は京都です。世界的な文化都市であり、伝統的な日本の街並みが残る京都での開催であ

るからこそ、国際的な交流もきっと深まるはずです。 

 

この街で、この合宿で、みなさんと価値あるひとときを過ごせることを楽しみにしています。 

 

皆様のご参加、心よりお待ちしております。 

 

  

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 11回学生主催若手合宿研究交流会 実行委員長  

大西真駿 
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2. 先生方からのメッセージ 

すべての学友諸君 

 

生命機能研究科が毎年夏に実施している学生主催の若手合宿研究交流会を今年度も開催することに

なりました。今年で１１回目です。昨年同様、今年もリーディング大学院「ヒューマンウエアイノベーション博士

課程プログラム」の支援を受け、海外からも大学院生や若手研究者を招へいし、また情報科学研究科や基

礎工学研究科からも多くの学生の参加を期待していますので、広く様々な領域での異分野交流を体験できる

と思います。 

 

世界は希望が満ちています。でも、ものごとは始めからおもしろかったり、勝手におもしろくなったりしません。君

たちがおもしろくするのです。 OMOROI は自ら作る。今、ここに無いものは、君たちが作る。そのためには、広い

視野を持つことが大切です。期待していた実験が思い通りでなかったとして、目の前の目的だけで見ると、それ

は失敗というかもしれない。でも、広い視野で見ると、それは全く新しい可能性を指し示しているかもしれない。

狭い視野では、その可能性を見落とす。一つのエピソードがある。通信の帯域としてマイクロ波を使おうとしたら、

水にエネルギーを奪われて使い物にならなかった。これを見てあきらめる人と、水にエネルギーを与えることができ

ると考える人がいる。後者の考えから電子レンジが生まれた。 

 

新しいもの生み出すには、楽観的であること。思慮のない楽観でなく、あらゆる悲観を乗り越えた上での楽

観を培うために、視野の異なる仲間たちのなかで揉まれてください。科学者の仕事は学問を進めることです。現

在の科学者は、現在の理解の限界のなかに生きています。やがて理解が進んだあかつきには、現在の科学者

は多かれ少なかれ愚かです。学問を進めるということは、昨日までの自分が愚かであったことを、未来に向けて

示し続ける努力です。世界一の愚か者を目指してください。 

 

ぜひ合宿に参加して OMOROI を我がものとしてすることを期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Yasushi Hiraoka at your age 

 

平岡 泰      学生主催若手合宿研究交流会担当教授 

柳田 敏雄 生命動態イメージングプロジェクト特任教授 

近藤 滋  生命機能研究科長
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3. 開催日程 

2017年 7月 26日（水）～28日（金） 2泊 3日 

さらに、合宿前後に以下のイベントを予定しております。 皆様ぜひご参加ください。 

● アルクによる英語レッスン 

● ウェルカムパーティー (7 月 25日) 

● ラボツアー (7 月 31日) 

● フェアウェルパーティー (8 月 1日) 

詳細は変更される可能性があります。 

 

4. 参加対象者 

生命機能研究科、情報科学研究科、基礎工学研究科に所属する大学院生、ポスドク、助教 

海外大学や研究機関の大学院生、若手研究者（各研究室が招聘） 

● 海外研究者を招聘されたホスト研究室に所属の方は、是非ともご参加頂きますようお願い致します。 

● 上記の研究科所属にもかかわらず、参加対象該当かどうか不明な場合には、企画室にお問い合わ

せください。 

 

5. 参加費用 

25000円（※後日約 20000 円が阪大より出張費として返金されます。） 

● 参加費は合宿初日にお支払いください。 

＊申し込んだ後に参加をキャンセルされる場合は、下記のキャンセルポリシーに基づきキャンセル料が

発生いたします。キャンセル料は参加費用 (25000 円)より計算されます。申し込み前に必ずご確

認ください。 

不明瞭な点がある場合は、問い合わせフォームにてお問い合わせください。 

    ○キャンセル料 

 ・当日キャンセル、連絡なしの不参加：100% 

 ・合宿 3日前～前日：50% 

・合宿７日前～４日前：20％ 

 ・それ以前のキャンセル：無料 

 

6. 開催場所 

ホテル KKR 京都くに荘 

〒602-0858 京都府京都市上京区河原町通荒神口上る東入東桜町２７−３ 

http://www.kuniso.com 

 

 

 

http://www.kuniso.com/
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7. 合宿内容 

今回の合宿では、「人とつながる。世界が広がる。」をテーマとし、国内外の様々なバックグラウンドの方々

が一同に集い、研究交流・異文化交流ができる企画が豊富に用意されています。ここでの出会いが皆さ

んの世界を広げるきっかけとなってほしいとの願いを込めてのものです。例年この合宿には数十人の外国

人学生、研究者の方々にご参加頂いております。普段経験できない国際交流の場で、皆さんの研究や

文化について英語で発信、または議論できる機会は、様々な知見・価値観を得られる良い機会となるで

しょう。 

 

・ポスターセッション 

ご自身の行っている研究、またはこれから行う予定の研究についてポスタ

ーを用いて発表して頂きます。内容は「狭く深く」でも「浅く広く」でも構い

ません。研究を始めたばかりの方は、データが載っていなくても大丈夫で

す。大切なことは、異分野の研究者にご自身のアイデア・研究内容を分

かりやすく（しかも英語で！）伝えることです。優秀な発表にはポスター

賞も準備しております。自分の発表時間外は他の参加者のポスターを

見て回り、異分野の研究者がどのような意見や考えで研究を進めている

のか、積極的に聞いてみてください。 

 

・グループディスカッション 

班ごとに分かれ、用意されたテーマに沿ってディスカッションをしていただき

ます。文化や研究分野の異なるメンバーでの話し合いでは様々な意

見・アイデアが生まれます。多様なアイデアに触れることで、皆さんの考え

にも広がりが増すはずです。多様な意見を吸収しながら、グループメンバ

ーで新たなアイデアの創出にチャレンジしてみて下さい。 

 

・特別講演 

特別講演には、アンドロイド研究で国内外共に著名な基礎工学研究

科の石黒浩先生にお越しいただきます。石黒先生は「人間と豊かに関

わることのできるロボット」の開発に取り組んでおられ、さらにその研究の先

にある「人間（らしさ）とは何か」という基本問題を追及されています。

素晴らしい取り組みとご業績は国内外にも知れ渡りみなさんがすでにご

存知の通りで、2013 年には大阪大学の教授の中でもごく一部にだけ

付与される、特別教授の称号を得ておられます。 

今回の特別講演では、石黒先生の研究の話はもちろん、研究者を志したきっかけとなる人生のターニン

グポイント、さらにはこれからの夢についてもお話をして頂く予定です。これから人生の進路選択をされる皆

さんにとって、「人間理解」を目指す石黒先生ならではの、大切なお話が聞けるはずです。 
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・学生による口頭発表  

今回の合宿では参加学生による口頭発表も行います。同年代の研究

者がどのようなことに興味を持ち研究しているかを知る良い機会となるは

ずです。発表者にとっても、口頭発表での研究発表を経験する絶好の

機会ですので、是非この機会にご自身の研究について参加者の前で

発表してみませんか？（発表者は希望制ですが、希望者多数の場合

は選抜とさせて頂きます。） 

 

・エクスカーション 

合宿で出会った方々との親睦を深めるために、二日目の午後にエクス

カーションを実施します。京都の散策だけでなく、希望するグループには

体験イベント（浴衣で街歩きや匂い袋調合体験等）も用意していま

すので、合宿で知り合った新しい友人と、古都での素敵な一時をお過

ごしください。 

 

 

8. 準備物 

必ず、すべて英語での作成をよろしくお願い致します。 

 研究紹介用のポスター (A0 サイズ) 1 枚 

 氏名、所属、顔写真は必須とします。 

 A0 サイズ：タテ 1189 mm、ヨコ 841 mm で作成してください。A4 サイズのスライドを

何枚か印刷し、統合して A0 サイズにする形式でも大丈夫です。 

 自己紹介シート (A4 サイズ) 配布用に 6枚以上  

 氏名、所属、学年 (役職)、研究分野、研究内容、顔写真は必須とします。 

 6 枚はグループ内での自己紹介セッションで使用します。皆さんの研究や趣味、個性が分

かる内容で、ご自由にお作り下さい。 

 口頭発表用のプレゼンテーション (該当者のみ) 

 口頭発表は一人 15 分を予定していますので、その時間内で収まるプレゼンテーションのご

準備をお願い致します。 (発表 15分、質疑応答 3分) 

 

9. 応募方法 

以下のアドレスから応募フォームにアクセスし、必要事項を記入して送信してください。 

（応募フォームの URL: https://goo.gl/forms/IbYh44x7GRTHgIkJ2） 

下記合宿ウェブサイトからもアクセスできます。 

 

https://goo.gl/forms/IbYh44x7GRTHgIkJ2
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10. 応募締切 

2017 年 5 月 24 日 (水) 17 時 

● 定員に達した場合、募集を締め切ることがあります。 

● 応募後のキャンセルはご遠慮ください。 

 

11. お問い合わせ先 

合宿についてのご質問は、以下の URL のお問い合わせフォームにてお問い合わせ下さい。 

http://www.fbs.osaka-u.ac.jp/events/wakate-h29/問い合わせ.html 

 

12. 合宿ウェブサイト 

http://www.fbs.osaka-u.ac.jp/events/wakate-h29/ホーム.html 

「YRR2017 で検索！」 

http://www.fbs.osaka-u.ac.jp/events/wakate-h29/問い合わせ.html
http://www.fbs.osaka-u.ac.jp/events/wakate-h29/ホーム.html

